
2024年 4月 28日（17週目）主日礼拝               「ローマも見なければならない」(使 19:21) 
・伝道がうまくいかない時には問題が起こる。伝道、宣教の為には教会が力強く立てられる必要がある。そのために教会の全ての人が福音を味わうべきである。 

・現在、様々な日本人が問題を抱えている。多くの日本人が、未信者の状態であることが分かる。悪魔の奴隷であるので、偶像を拝んでいる。その偶像に拝むので悪霊が働いてしまう。そ

の結果、様々な恐れで苦しんでしまうようになる。神様と共にいてこそ幸せに生きるようになる。 

1.神の国 2.ツラノの講堂運動 3.3つの庭 

▲神様が私達に望んでいるのは、神の国が臨まれるようになることである。 

1)使 19:8(それから、パウロは会堂にはいって、三か月の間大胆に語り、神の国について論じ

て、彼らを説得しようと努めた。) 

・神の国になれば全ての問題は解決されるようになる。 

〇マタ 6:10(御国が来ますように。御心が天で行なわれるように地でも行なわれますように) 

 ・私達に神の国が臨まれるように。 

〇使 1:3(イエスは苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現われて、神の国のことを語

り、数多くの確かな証拠をもって、ご自分が生きていることを使徒たちに示された。) 

 ・サタンの国が打ち砕かれる時に神の国が臨まれる。 

2)キリスト 

①創世記 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、

敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

・女の子孫であるキリストが、サタンの頭を踏み砕く。 

・約束の通りに十字架にかけられ復活をされて悪魔の頭を踏み砕く。 

②Ⅰヨハネ 3:8(罪のうちを歩む者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯してい

るからです。神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです。) 

・悪魔は、人々に罪をおかさせる。キリストが悪魔を打ち砕かれた。 

③へブル 2:14-15(子たちはみな血と肉とを持っているので、主もまた同じように、これら

のものをお持ちになりました。これは、その死によって、悪魔という、死の力を 持つ者を

滅ぼし一生涯死の恐怖につながれて奴隷となっていた人々を解放してくださるためでした) 

・キリストは死の力を持つ者を滅ぼし一生涯、死の恐怖に繋がれている私達を解放した。 

・イエス様を心の主人として受け入れる時に全ての問題は終わるようになる。 

④ヨハネ 19：30(イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した。」と言われた。そし

て、頭を垂れて、霊をお渡しになった。) 

・キリストが十字架にかかり全ての問題を解決して下さった。 

3)神の子ども―ヨハネ 1:12(しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた

人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。) 

・イエス様を私の主として受け入れる時に神の子どもとなる。 

・神の子どもは、神様のように生きるようになる。 

〇身分、権威 

 ・神様の子どもは、身分と権威を味わうように。神様の子どもは全ての祝福を与えられた 

4)７７７の祈り(７つのやぐら、７つの旅程、７つの道しるべ) 

・777の祈りによって、神様の力に満たされるようになる。 

 ・朝に目を覚ました瞬間から７７７の祈りをする時から悪魔の力は打ち砕かれる。 

 ・夜に寝る前に祈りの中に入るように。 

▲パウロは 2 年の間、神の国に

ついて語った。 

1)使徒 19:9-10(ある者たちが心

をかたくなにして聞き入れ

ず、会衆の前で、この道をの

のしったので、パウロは彼ら

から身を引き、弟子たちをも

退かせて、毎日ツラノの講堂

で論じた。これが二年の間続

いたので、アジヤに住む者は

みな、ユダヤ人もギリシヤ人

も主のことばを聞いた。) 

 ・神の国の事を語りながら、

弟子達が福音を宣べ伝えた 

・全アジヤ中の人がキリスト

を信じることが出来た。 

・訓練を受けて、力を受けて

福音を宣べ伝えるように。 

2)日本神学校・５つのシステム

(伝道学校、伝道神学院、宣教

師訓練院、日本神学校、RU) 

 ・日本神学校で訓練を受ける

ことが出来るように。 

 ・ツラノの講堂のような伝道

弟子となるように。 

3)新しい家族訓練・5 つの訓練

(一次合宿,チーム合宿,MH、

専門教会,地教会) 

 ・5月 3日～4日に新しい 

家族の訓練が行われるので

聖徒は参加をするように。 

 ・訓練を受ける時に強いやぐ

らの信仰となる。 

 ・私達の現場において、伝道

運動が起こるようになる。 

  

▲3つの庭を作ることが出来るように。 

1)レムナントの庭―使徒 19:8(それから、パウ

ロは会堂にはいって、三か月の間大胆に語

り、神の国について論じて、彼らを説得し

ようと努めた。) 

・金土日の時代の祝福を味わう。 

・レムナントたちを生かすように 

・暗闇の神殿に負けないような RUTCが 

建てられるように。 

2)癒しの庭―使徒 19:12(パウロの身に着けて

いる手ぬぐいや前掛けをはずして病人に当

てるとその病気は去り悪霊は出て行った。) 

・問題が祝福に変わるようになる。 

・神様は私達の信仰の通りに癒す。 

・本当に信じれば癒されるようになる。 

 ・霊的な問題を抱えている人を癒すように 

3)237 の庭―使徒 19:21(これらのことが一段

落すると、パウロは御霊の示しにより、マ

ケドニヤとアカヤを通ったあとでエルサレ

ムに行くことにした。そして、「私はそこに

行ってか ら、ローマも見なければならな

い。」と言った。) 

・パウロはエペソにとどまったのではなく

て、全世界を生かした。 

 ・日本の首都である東京を生かすことが 

出来るように。 

 ・インド・パキスタンを生かせるように。 

 ・1000人規模の教会となり、強くなれば 

宣教地の国を変えることが出来る。 

 ・日本が生かされれば、中国・北朝鮮も 

生かされるようになる。 

  



現場地教会（2024 年 4月 28 日～2024 年 5 月 4 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】        「ローマも見なければならない」(使 19:21)  

  

【讃美】                  255 シオンよ急ぎ伝えよ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

７
７
７
の
祈
り 

       

７
７
７
の
祈
り 

【７つのやぐらの祈り】：三位一体の神のちからが私の内を満たし,私の考えと思い,た

ましいのすべてを治められますように。御座の祝福である 3 つの超越(御座のちか

ら、時空の超越、237 光)、3 つのいのち(神のかたち、神の息、エデンの祝福)、3 つ

の空前絶後(私、教会、現場)が私の内に臨みますように。神さまが私の過去、現在、

未来にちからで働いてください。今この時間、私に 5 つのちから(霊力、知力、体

力、経済力、人力)を与えてください。空中の権威を持つ者に打ち勝つ宇宙のちから

が私の内に臨みますように。神さまが下さった私の一生の裏面契約をつかんで、あら

かじめ見る契約の旅程(CVDIP)を歩むことが出来ますように。神さまが最も願われる

3つの庭(237、いやし、サミット)のある絶対やぐらの教会を建てられますように。 

【7 つの旅程の祈り】：三位一体の神さまが私の内に臨み、神さまが願われる道を歩

むことが出来ますように。どんな場合にも絶対に滅びない 10 の奥義(霊的独立、霊的

事実、逆発想、シナジー、危機と機会、無競争、再創造、サミット、荒野、絶対計

画)をもって挑戦できますように。絶対に揺れない 10 の土台(絶対主権、イエス･キリ

スト、聖霊のちから、神のみことば、神の神殿、神の計画、神の摂理、神の裁き)に

堅く立つことができますように。神さまが約束された 5 つの確信(救い、祈りの答

え、導き、罪の赦し、勝利)をもって、伝道者の旅程を歩むことができますように。

神さまの力によって 9 つの流れ(高さ･深さ･広さ、上・下・横、過去・現在・未来)を

味わうように。神さまがあらかじめ教えてくださった一生味わう答えを見つけ出し、

62 の伝道者の生活(21 の生活の本質、5 つの幸せな祈り、7 つのサミットの道、9 つ

の流れ、20 の聖書的伝道)を過ごせますように。私の生活が教会と礼拝を通して、福

音の光を伝える御座のキャンプとなりますように。 

【7 つの道しるべの祈り】：カルバリの丘ですべて完了した十字架の血の力が臨みま

すように。オリーブ山で言われた神の国のことが成し遂げられますように。マルコの

屋上の間に臨んだ聖霊の満たしを私に与えてください。迫害と困難にあってもより大

きい宣教の門を見る挑戦の時刻表を私に与えてください。まず神さまがくださる確実

な答えを受けてから行動する聖霊の奥義を味わえますように。苦しみと困難があって

も、祈りを通してより大きい神さまの計画を答えとして見る人生のターニングポイン

トを探すことができますように。正確なみことばにあって、神様が私に下さったロー

マを見ることが出来ますように。 

(お知らせ) RUTCの建築のためにお祈りをお願いします 

1、来週は、２３７の庭 
  

２、新しい家族合宿 5月 3日 10時～4日 

   ３、４０日特別早天祈祷会が続いています。 

 

福音宣教教会 
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